
事業系食品ロス

279

53%

家庭系食品ロス

244

47%

食品製造業

125(24%)

食品卸売業

13(2%)

食品小売業

62(12%)

外食産業

80(15%)

直接廃棄

105(20%)

過剰除去

34(7%)

食べ残し

105(20%)

年間食品ロス量

523万ｔ
(令和３年度推計)

川崎市では、市内の公共施設等でフードドライブを実施
しています。回収された食品は、フードバンク団体や地
域の福祉施設・団体などを通じて、食料を必要としてい
る世帯等にお渡ししています。

場所／電話番号 曜日・時間

川崎市環境局減量推進課

川崎区東田町5-4 川崎市第3庁舎16階
JR川崎駅徒歩7分
電話： 044-200-2568

月曜日～金曜日

午前8時30分～午後5時15分

（年末年始及び祝祭日を除く）

川崎市地球温暖化防止活動推進センター
（CCかわさき交流コーナー）

高津区溝口1-4-1 ノクティ2 11階 高津市民館内
東急田園都市線溝の口・JR武蔵溝ノ口 駅前
電話： 044-813-1313

水曜日～日曜日

午前10時～午後5時

（年末年始及び高津市民館の休館

日
を除く）

ヨネッティー王禅寺（3階フロント）

川崎市麻生区王禅寺1321番地
最寄りバス停「田園調布学園大学前」
電話： 044-951-3636

毎日

午前9時～午後9時

（毎月第4水曜日及び年末年始を除

く）

川崎生活環境事業所
（川崎区塩浜4-11-9／電話：044-266-5747）

中原生活環境事業所
（中原区中丸子155-1／電話：044-411-9220）

宮前生活環境事業所
（宮前区宮崎172／電話：044-866-9131）

多摩生活環境事業所
（多摩区枡形1-14-1／電話：044-933-4111）

月曜日～土曜日

午前8時～午後4時45分

（年始を除く）

FOOD DRIVE

フードドライブとは？

フードドライブとは、各家庭で使いきれない未利用食品を持
ち寄り、フードバンク団体や地域の福祉施設・団体などに寄
贈する活動のことを言います。

日本国内の食品ロス
は年間５２３万トン！！！

日本では年間523万トンもの食品ロス
が発生しています。(令和3年度推計)
これはなんと国民全員が、毎日おむす
びを１つ捨てているのと同じくらいの
量に相当します。

食品ロスを減らすにはまず「発生の抑制
（Reduce）」が重要になります。必要な分だけ
買う、作る、購入した食材を食べきる・使いきる。こうして、
食品ロスを発生させないことが大事です。次に、発生してし
まった食品ロスのシェアや、フードドライブ等に寄付する等
の「有効活用（Reuse）」に取り組んでみましょう。

フードドライブ実施のお知らせ

穀類（お米・麺類・小麦粉等）、
保存食品（缶詰・瓶詰等）、乾
物（のり・豆等）、調味料各種、
食用油、インスタント食品、レ
トルト食品、飲料（ジュース・
コーヒー・お茶等）、ギフト
パック（お歳暮・お中元等）な
ど
※アルコール飲料は除きます。

・未開封であるもの
・賞味期限が明記され、か
つ２ヶ月以上あるもの
・常温で保存が可能なもの
※その他対象となるかどう
かご不明な場合はお問い合
わせください。

かわさき３Ｒ推進キャラクター

かわるん

フードドライブ もったいない ⇒ ありがとう

区役所等の「ごみ相談窓口」でも
食品回収を行っています

減らそう 「食品ロス」

フードドライブの取組について
（川崎市）

川崎市のフー
ドドライブの
情報について
はコチラをご
覧ください。

食品ロスを減らすには？

生ごみの約80％は水分です。
この水分が腐敗や臭いの原因になります。
まずは身近なところからはじめましょう。

※環境局減量推進課（第3庁舎16階）での回収は令和5年11月10日までになります。
令和5年11月13日以降は本庁舎20階での回収になります。


